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１　前年度指摘事項等に対する措置等

（１）指摘事項
該当なし

（２）監査意見
該当なし

（３）決算審査意見
該当なし

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況
該当なし

３　職員の定員、現員調べ

3.4.1 2.4.1 3.4.1 2.4.1 3.4.1 2.4.1 3.4.1 2.4.1
現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在

定　　員 22 22 0 0 0 0 22 22

（3） (7) (5) (7) (0) (0) （8） (14)

24 29 5 7 0 0 29 36

過 不 足
（△）

△1 0 0 0 0 0 △1 0
ささえあい福祉局長
が福祉保健課長を兼
務することによる△1

臨 時 的
任用職員

0 0 0 0 0 0 0 0

会計年度
任用職員

6 5 0 0 0 0 6 5 一般事務6名

４　役付職員の調べ
（令和３年７月１日現在）

年 月
0 3

1 3

0 3

0 3

0 3

3 3

1 3

0 7

1 3

八本 晃一

課長補佐 三浦 敏樹

課長補佐 岡村 浩

課長補佐 妹尾 史子

福祉保健部長
兼健康医療局長

中西 眞治

課長補佐 中村 礼

課長補佐 桑谷 陽介

ささえあい福祉局長
兼福祉保健課長

丸山 真治
通算1年3か月
R2.4月～R3.3月課長

課長補佐 沖村 昌治

くらし応援対策室長

現　　員
育休等2名(定数外)
鳥取市派遣6名(定数
外)

在　職　期　間 備　　　　考

事務職員 技術職員 現業職員 合　計
備　　考

　　　種別
 区分

氏　　　　名職　　　　名
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５　主な事業に関する調べ
（単位：千円）

国庫支出金 起　　債 そ の 他 一般財源
24,695 23,194 1,501

（概　要）
ア　目的及び事業の実施状況

　目的

　事業の実施状況

＜県計画の概要＞
・

重点課題

②就労・住居の
確保

③保健医療・福
祉サービスの
利用の促進

④非行の防止
と、学校等と連
携した修学支
援の実施

⑤民間協力者
の活動の推進、
広報・啓発活動
の推進

・
・

＜主な具体的施策の実施状況＞
（１）鳥取県再犯防止推進会議の開催

  ア　開催時期・場所　第１回　令和２年10月22日（木）　鳥取県庁第２庁舎　第２２会議室　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　第２回　新型コロナウィルス感染拡大のため書面開催

 ウ　内容　　・県計画関連事業の実施状況説明
　　　　　　　・法務省モデル事業に係る成果報告書の内容検討
　　　　　　　・関係機関・団体の取組に関する情報共有及び一般県民への広報啓発　等

（２）鳥取県社会生活自立支援センターの設置
ア　委託先　　一般社団法人とっとり東部権利擁護支援センター
イ　業務内容
　・相談支援員を配置
　・個別支援検討チーム会議の開催
　・福祉サービスへのつなぎ、手続等の同行支援等を実施

イ　出席者　鳥取保護観察所、鳥取地方検察庁、各矯正施設等国の関係機関、更生保護関係団体等

成果指標　　刑法犯検挙者中の再犯者率を、令和４年度末までに20％にする。

・少年院における療育支援が必要な少年・保護者に対する県関係機関に
よる相談支援

・民間団体のボランティア募集の呼びかけに対する協力
・県政だより等による更生保護の啓発等

計画期間　　平成30年度から令和４年度までの５年間

令和新時代創生戦略 －
政策項目 －

（ア）
　犯罪をした者等が、適切な福祉支援等を受けることにより、円滑に社会の一員として復帰できるようにする
ことで、再び犯罪を行うことを防止し、県民が安全で安心して暮らせる地域づくりを行う。

（イ）
　平成28年12月の「再犯の防止等の推進に関する法律（以下、「再犯防止法」という。）」の成立・施行を受け
て、全国に先駆けて平成30年４月１日に「鳥取県再犯防止推進計画（以下、「県計画」という。）」を策定。県
計画に基づき、以下の事業を実施。

・対象者への鳥取県立ハローワーク等の利用の周知
・保証人がいない場合の賃貸住宅に係る債務保証制度の創設の検討

・薬物依存症の相談拠点・治療拠点機関の設置の検討

基本方針及び主な具体的施策
　犯罪をした者等が、多様化が進む社会において孤立することなく、再び社会を構成する一員となること
により再犯を防止し、県民が安全・安心して暮らせるよう、次の重点課題に取組む。

主な具体的施策
①国・民間団体
等との連携強
化

・再犯防止推進協議会の設置
・地域生活への円滑な移行や、地域生活における相談などを支援する新
たな機関の設置の検討

事　　　業　　　名
決算(見込)額

財　　源　　内　　訳

鳥取県再犯防止推進事業

将来ビジョン －

年度 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R１
再犯率 27.4% 31.8% 30.8% 28.0%
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（３）広報・啓発活動
・

・

（４）関係機関との連携強化
・

イ 令和２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
・

・

ウ 成果及び効果
・

・

・

エ 課　題
・

・

・

令和３年度からは、起訴猶予者、執行猶予者等への支援についても地域生活定着支援センターで実施
することとなったことから、起訴猶予者、執行猶予者への支援にあたっては、限られた期間（拘留期間
等）内で対象者を適切な福祉サービスや住居・就労先などへつなげられるよう、鳥取地方検察庁や鳥取
県弁護士会等関係機関との連携を一層図っていく必要がある。

地域生活定着支援センターの事務所所在地が鳥取市であることから東部圏域の支援件数が多くなって
いるが、中部、西部圏域のおいても支援ニーズはあるものと考えられるため、鳥取地方検察庁、鳥取県
弁護士会、地元自治体等と連携して中部、西部圏域の支援を行っていく必要がある。

関係者の再犯防止に関する取組や意義については、一般県民に充分に浸透しているとは言えず、引き
続き周知・広報を図る必要がある。

　②鳥取地方検察庁との勉強会　令和３年１月27日開催　鳥取地方検察庁職員16名参加

鳥取少年鑑別所が職員の専門知識を活かして行う地域支援活動の利用を呼び掛けるため、県も同行し
鳥取県社会福祉協議会及び包括的相談支援体制の整備を進める倉吉市を訪問して担当者に説明し
た。

刑務所出所後や起訴猶予等により地域に戻る際に住む場所が見つからない支援対象者も多いことか
ら、地域に戻る際の居住地確保のため、県内の自立準備ホーム（７か所）を訪問し社会生活自立支援セ
ンターとの連携について協力を依頼した。

平成30年６月１日から国のモデル事業により「社会生活自立支援センター」を設置し、従来、支援の対象
となっていなかった起訴猶予者、執行猶予者、罰金・科料を受けた者、非行少年等へも支援の幅を広
げ、福祉的な支援が必要な者について、面接・アセスメントを行い、福祉サービスの利用や居住先の確
保などの調整を進めることができた。

「再犯防止推進協議会」を開催し、関係機関での情報共有・意見交換を通じて、国、県、民間支援団体、
刑事司法等関係機関でのネットワーク構築に努めた。

鳥取刑務所と協力して、県庁において刑務所作業製品展示即売会を令和３年１月13日、21日、27日の３
日間開催し、刑務所の活動内容について周知を行った。

福祉的な支援が必要な対象者を入り口段階で適切に発見し社会生活自立支援センターに繋げるため、
対象者を発見する主な機関である鳥取県弁護士会及び鳥取検察庁との連携強化を図るための以下の
勉強会を開催した。
　①鳥取県弁護士会との勉強会　令和３年１月21日開催　弁護士17名参加

障がい福祉関係事業者を対象として、鳥取県の再犯防止に関する取組及び受入施設加算制度の説明
会を開催（29団体35人が参加）し、犯罪・非行をした者等が再び地域で生活する際の支援者（入所先、
サービス利用先）の拡充に努めた。

ウ　対象者
　起訴猶予者、執行猶予者、罰金・科料を受けた者、刑務所出所者、非行少年等のうち、福祉的な支援
が必要な者。（地域生活定着支援センターの対象外となる者）

エ　実績　コーディネート等支援した者：84人

市町村、市町村社協、福祉施設等を対象に、再犯防止に関する県の取組状況の説明及び社会生活自
立支援センターの活動への協力依頼について、県内３か所で説明会を開催した。

3



（単位：千円）

国庫支出金 起　　債 そ の 他 一般財源
61,927 20,021 5,701 36,205

（概　要）
ア　目的及び事業の実施状況
（ア）目的

（イ）事業の実施状況

○対象者　生活保護に至る前の段階の生活困窮者（一部事業は生活保護受給者も対象）

○事業内容

学習支援事業
（任意事業）

【大山町】（利用実人員：５名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・教員ＯＢ等のボランティアによる学習支援を実施（延べ208人）

家計改善支援事業
（任意事業）

【大山町】（利用実人員：２名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・収支把握や返済計画等により早期の生活再生に向けた個別指導による支援を
実施（延べ11回）

住居確保給付金
（必須事業）

・失業等により住居を失った、又は失う虞のある相談者に対して住居確保のた
めの給付金支給及び就労支援を行う。（三朝町１件、大山町１件）

就労準備支援事業
（任意事業）

【三朝町】（利用実人員：４名）

・NPO法人ワーカーズコープに県(三朝町圏域)、北栄町、湯梨浜町と共同で委託
（協定により各町と負担額按分）

・継続した訪問面談により、支援員との関係づくりに取り組みながら、外出や
ボランティア等の社会とのつながりづくりを実施。

【大山町】（利用実人員：９名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・居場所・交流支援：“さくらカフェ”を大山町社会福祉協議会内で開催。
他者との交流を通じた仲間づくり・社会性向上支援、社会
体験活動を実施。

・就労支援：支援対象者が自立した生活が営めるよう、個別プログラム
（自己分析・振り返り）を作成し、農業体験や手工芸・調理実習等

を行い、目標達成に向けた支援を実施。

自立相談支援事業
（必須事業）

【三朝町、大山町】

・各町社会福祉協議会に委託し、窓口を設置（主任相談支援員、相談支援員、
就労支援員を配置）
　※就労支援員は中部及び西部圏域でそれぞれの各町村と共同設置

・相談支援、アセスメント、チーム支援の実施（相談者数：115件(三朝町24
件、大山町91件)、プラン作成：12件（三朝町８件、大山町４件））

②県が先行して実施していた生活困窮者自立促進モデル事業（H25～H26年度）の経験を活か
し、県内の各市町村における生活困窮者自立支援制度の円滑な実施に向けてバックアップ支援
を行い、地域における自立・就労支援等の体制構築の推進や人材育成支援、地域資源の開拓等
に取り組む。

①三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業の実施

事業名 概　要

　生活困窮者自立支援法（平成27年施行）に基づき、生活困窮者の自立支援に係る各種事業を実
施する。

①県が所管となる三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業の円滑な実施とさらなる推
進を図る。

－

－

将来ビジョン

政策項目

財　　源　　内　　訳
決算(見込)額

事　　　業　　　名

生活困窮者に係る総合支援事業

令和新時代創生戦略 －
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②生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業の実施
○委託先：鳥取県社会福祉協議会
○対象地域：県全域
○事業内容：県内市町村における生活困窮者自立支援制度の円滑な実施を図るため、人材育成、
　　　　　　ネットワークの構築、社会資源の開拓及び関係する情報の収集・提供等のバック

　　　　　　　アップ支援を行った。

＜具体的な実施状況＞
・相談・助言

・研修会・セミナー等
各自治体の生活困窮者自立支援機関の支援員に対する研修会・セミナーを開催
 開催日 参加者数

R2.11.11 39人

R2.12.21 15人

R3.1.25 91人

R3.3.18 18人

・関係機関による連絡会議
時期 開催地域

・その他の取組
実施時期等

〇専門家派遣事業の実施
北栄町

（３回）
　　支援調整会議や事例検討等への専門家派遣を支援（社会保険労
　務士（3件））
〇各種研修会等への参加・事業説明

７回　　県男女共同参画センター相談員意見交換会、倉吉市あんしん
ネットワーク会議、第1回鳥取県再犯防止推進会議等

取組内容
〇県版生活困窮者自立支援制度ニュースレター発行

12月、３月　　専門家派遣事業の活用事例紹介、障害年金制度等について情報
　提供

9月

〇生活困窮者自立支援推進会議（広域ネットワーク会議）
圏域ごとに
３か所で開
催

　福祉、就労、医療、司法等関係機関により、生活困難者対策につ
いて情報交換、課題検討を実施（東部34機関、中部24機関、西部29
機関）

2月、3月

〇生活福祉資金（特例貸付）等に係る関係機関連絡会

オンライン　生活福祉資金（特例貸付）等について、期間延長や、再貸付、関
係機関の連携体制等についての情報共有

２か所（東
中・西部）
で開催

　各自治体の生活困窮者自立支援制度の担当者及び相談支援者によ
り、情報共有、課題検討

8月

〇市町村社会福祉協議会連絡会

オンライン
　生活困窮者自立支援法に基づく事業の受託如何に関わらず、社会
福祉協議会として、生活困窮者支援の観点で地域福祉の推進を図る
目的で情報共有、課題検討

啓発研修
（講師：一般財団法人ダイバーシティ研究所　田村太
郎代表理事、公益財団法人鳥取県国際交流財団　荒砂
重徳統括マネージャー）

自立相談支援事業に係る都道府県研修
（講師：ラフデッサンキムラミキFP事務所　木村美紀
FP・社会福祉士、鳥取市民総合法律事務所　房安強弁
護士、智頭町福祉事務所　高垣智恵子主幹）

会議内容

7月

〇生活困窮者自立支援制度担当者連絡会議

　各自治体の生活困窮者自立支援機関に対して、電話や訪問、メール等により、相談・助言を
随時実施

研修名
現任研修
（講師：オフィスフロックス　鹿田智子社会福祉労務
士）

主任研修
（講師：前岡山市保健福祉局保健福祉部保健福祉企画
総務課　松岡克郎氏）
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③ファイナンシャルプランナーと連携した家計支援事業の実施
○(株)そうだんひろばへ委託実施

イ 　令和２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
① 三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業等

② 生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業

ウ　成果及び効果
① 三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業等

② 生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業

エ　課　題

　「8050問題」やひきこもり対策など、従来の相談支援体制では解決しきれていない問題に対応
するため、社会福祉法が改正され、市町村の包括的支援体制整備が求められている。県は、令和
２年度から配置した包括的支援体制整備推進員や県内の多分野の専門職等で構成する推進チーム
により、相談体制の運用等のノウハウの紹介、具体的課題への助言等、実践的サポートを通じて
市町村の取組を支援しており、本事業による生活困窮者に係る総合支援と併せて、このような包
括的支援体制整備をさらに進めていく必要がある。

　学習支援事業について、感染対策等の工夫をしながらコロナ禍においても継続的に事業実
施し、支援を行った生徒が高校に合格する等、子どもの進路選択の幅を広げる一助となって
いる。

　住居確保給付金や生活福祉資金の特例貸付など、各自立支援機関等の生活困窮者への対応
が増大する中、状況確認や情報提供を積極的に行うことで、円滑な事業実施につながってい
る。
　専門家派遣事業では、支援にあたり特に高度な知識を要する障害年金に関しての利用があ
り、早期の課題解決や相談支援員の負担軽減につながっている。
　担当者連絡会やニュースレター発行等の取組を継続することにより各市町村の取組を相互
共有することで、地域事情に応じた取組の工夫や充実に効果を上げている。

　生活困窮の未然防止を図るため、ファイナンシャルプランナーによる世代に応じた家計啓
発セミナー及び個別相談を実施。（年間５回開催。延べ81人参加。）

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活費に関する相談が多く寄せられたことか
ら、相談者に寄り添った同行支援等を行うとともに、生活福祉資金の利用と併せて支援プラ
ンを作成するなど、関係機関とも連携した上で各種コロナ特例制度を組み合わせて対応を
行った。

　人材育成研修について、令和２年度から国研修の一部が都道府県へ移管されたことから、
実務経験者等による企画検討を行った研修について、市町村等の担当者のニーズも踏まえて
内容を調整し、コロナ禍に対応したオンライン研修など実態に即した運営を行った。

　各種制度の活用やハローワーク等の関係機関につなげるなど、生活を建て直すための本人
支援を実施し、就労に結び付くなどの成果があった。また、就労、家計、介護などの複合的
かつ長期的な課題を抱える方については、課題解決に結びつくまでに時間を要することか
ら、相談者に応じた継続的な支援を行った。
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8
1
%

（
社

会
福
祉

総
務

費
）

職
員

人
件
費

7
6
3
,
4
9
4
,
0
0
0

△
 
4
8
,
8
1
9
,
0
0
0

0
△

 
1
4
,
2
6
1
,
6
4
2

7
0
0
,
4
1
3
,
3
5
8

6
9
8
,
2
9
3
,
6
6
9

0
2
,
1
1
9
,
6
8
9

1
0
0
%

福
祉

保
健
課

1
7
人

福
祉

監
査
指

導
課

４
人

障
が

い
福
祉

課
2
2
人

長
寿

社
会
課

1
3
人

医
療

・
保
険

課
５

人
中

部
総

合
事

務
所

福
祉

保
健

局
1
1
人

西
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
1
5
人

合
計

8
7
人

心
の

バ
リ
ア

フ
リ

ー
推

進
事

業
9
8
0
,
0
0
0

0
0

1
0
,
2
0
5

9
9
0
,
2
0
5

8
5
4
,
2
3
3

0
1
3
5
,
9
7
2

8
6
%

鳥
取

県
立
福

祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
管

理
委

託
費

3
8
,
3
2
1
,
0
0
0

0
0

2
6
,
0
0
0

3
8
,
3
4
7
,
0
0
0

3
5
,
3
2
1
,
5
9
1

0
3
,
0
2
5
,
4
0
9

9
2
%

＜
流

用
額
＞

1
4
,
5
1
5
,
95
7
円

は
マ

ス
ク

流
通

促
進

緊
急

対
策

事
業

に
流

用
1
2
0
,
0
0
0
円
は

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

事
業

に
流

用
3
2
3
,
3
1
5
円
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
入

院
患

者
家

族
支

援
事

業
か

ら
流

用
5
1
,
0
0
0
円
は

福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
民

生
費

）
か

ら
流

用

事
　
業

　
名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ

　
人

事
異
動

に
伴

う
赴

任
旅

費
で

あ
る

。

　
福

祉
保
健

部
の

所
管

の
過

年
度

国
庫

補
助

（
負

担
金

）
事

業
に

つ
い

て
、

精
算

に
よ

る
額

の
確

定
の

結
果

、
受

取
超

過
と

な
っ

た
も

の
に

つ
い

て
国

へ
の

返
還

金
と

し
て

払
っ

た
も

の
で

あ
る

。

　
高

齢
者
、

障
が

い
者

、
妊

産
婦

等
が

利
用

し
や

す
い

公
共

的
施

設
の

整
備

を
促

進
し

、
誰

も
が

住
み

よ
い

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
・

ハ
ー

ト
フ

ル
駐

車
場

協
力

施
設

（
新

規
：

３
施

設
、

計
7
5
9
施

設
）

・
福

祉
の
ま

ち
づ

く
り

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

た
め

、
小

学
生

向
け

の
冊

子
を

作
成

、
配

布
。

（
作

成
部

数
：

7
,
9
5
2
部

、
小

学
4
年

生
対

象
）

・
鳥

取
県
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
推

進
協

議
会

を
開

催
し

、
ハ

ー
ト

フ
ル

駐
車

場
利

用
証

制
度

の
見

直
し

を
実

施
。

ま
た

、
令

和
３

年
度

に
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
条

例
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

か
ら

、
改

正
ま

で
の
予

定
を

共
有

し
た

。
＜

流
用

額
＞

1
0
,
2
0
5
円
は

民
生

委
員

費
か

ら
流

用

事
業
計

画
と

実
績

・
成

果
、

不
用

額
の

理
由

等

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

　
県

立
福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

の
管

理
運

営
を

指
定

管
理

者
で

あ
る

県
社

会
福

祉
協

議
会

に
委

託
し

た
。

（
指

定
管
理

期
間

：
平

成
3
1
年

４
月

１
日

～
令

和
６

年
３

月
3
1
日

）
＜

流
用

額
＞

2
6
,
0
0
0
円
は

民
生

委
員

費
か

ら
流

用

9



鳥
取

県
社
会

福
祉

協
議

会
活

動
費

交
付

金
事

業
9
7
,
4
2
3
,
0
0
0

0
0

0
9
7
,
4
2
3
,
0
0
0

9
5
,
7
2
4
,
6
7
1

0
1
,
6
9
8
,
3
2
9

9
8
%

（
主

）
鳥
取

県
再

犯
防

止
推

進
事

業
2
4
,
7
5
1
,
0
0
0

0
0

0
2
4
,
7
5
1
,
0
0
0

2
4
,
6
9
5
,
1
5
0

0
5
5
,
8
5
0

1
0
0
%
「

６
主

な
事

業
に

関
す

る
調

べ
」

に
記

載

災
害

時
に
お

け
る

福
祉

支
援

機
能

強
化

事
業

1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

△
 
3
0
5
,
4
2
9

1
,
1
9
4
,
5
7
1

2
2
6
,
6
6
0

0
9
6
7
,
9
1
1

1
9
%

　
県

社
会
福

祉
協

議
会

が
、

従
来

行
っ

て
い

た
補

助
事

業
と

委
託

事
業

を
交

付
金

化
し

、
組

織
体

制
の

安
定

化
・

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

の
専

門
性

や
企

画
立

案
能

力
を

活
用

し
、

自
主
的

に
福

祉
課

題
に

対
応

で
き

る
事

業
を
実

施
す

る
体

制
を

整
え

、
県

社
会

福
祉

協
議

会
の

一
層

の
機

能
強

化
を

図
っ

た
。

＜
主

な
事
業

＞
（

１
）

県
社

会
福

祉
協

議
会

運
営

費
助

成
事

業
　

　
役

員
、

管
理

部
門

、
地

域
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

指
導

員
な

ど
の

人
件

費
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

負
担

分
を

除
く

諸
団

体
負

担
の

光
熱

水
費

、
建

物
使

用
料

及
び

交
付

金
制

度
の

評
価

を
行

う
外

部
有

識
者
に

よ
る

評
価

機
関

の
　

設
置

経
費

へ
助

成
し

た
。

（
２

）
基
盤

整
備

事
業

　
　

○
福
祉

人
材

育
成

確
保

事
業

　
　

　
・
県

内
の

高
校

生
3
2
0
名

に
対

し
、

福
祉

分
野

へ
の

興
味

・
関

心
や

福
祉

の
仕

事
・

職
場

に
対

す
る

意
識

調
査

を
行

っ
た

。
こ

の
結

果
、

福
祉

分
野

へ
の

就
職

を
考

え
て

い
る

学
生

は
4
2
％

と
低

か
っ

た
た
め

、
出

前
授

業
等

で
　

　
　

福
祉

分
野

に
興

味
を

持
っ

た
学

生
を

就
職

に
結

び
つ

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
　

　
　

・
介

護
専

門
職

員
の

研
修

（
2
5
回

）
や

こ
の

研
修

に
関

す
る

企
画

委
員

会
を

開
催

（
2
回

）
し

た
。

　
　

　
・
福

祉
職

場
に

お
け

る
若

手
職

員
等

の
離

職
率

の
高

さ
が

問
題

と
な

る
中

、
メ

ン
タ

ル
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

や
職

場
環

境
の

改
善

を
目

的
と

し
た

研
修

会
を

開
催

し
た

。
（

開
催

回
数

：
１

回
、

参
加

人
数
：

1
0
7
名

）

　
　

○
地
域

共
生

社
会

実
現

支
援

事
業

　
　

　
・
市

町
村

社
会

福
祉

協
議

会
ご

と
に

担
当

職
員

を
配

置
し

、
訪

問
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

を
通

じ
て

各
市

町
村

社
会

福
祉

協
議

会
の

課
題

を
把

握
し

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

社
会

福
祉

協
議
会

が
行

う
地

域
福

祉
　

　
　

活
動

計
画

の
策

定
（

改
定

）
を

促
し

た
。

　
　

　
・
H
2
8
の

社
会

福
祉

法
改

正
に

よ
り

、
社

会
福

祉
法

人
に

お
い

て
は

「
地

域
に

お
け

る
公

益
的

な
取

組
」

の
実

施
が

努
力

義
務

と
な

っ
た

。
　

　
　

　
県

内
の

1
1
4
法

人
に

つ
い

て
取

組
み

の
実

施
に

つ
い

て
働

き
か

け
を

行
っ

た
結

果
、

1
1
0
法

人
が

取
組
を

行
う

こ
と

と
な

っ
た

。
　

　
○

災
害

救
援

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

整
備

事
業

　
　

　
・
平

成
2
9
年

度
に

県
内

1
9
市

町
村

社
会

福
祉

協
議

会
と

締
結

し
た

相
互

応
援

協
定

に
基

づ
き

、
令

和
2年

7
月

に
発

生
し

た
豪

雨
災

害
の

復
興

を
支

援
す

る
た

め
熊

本
県

人
吉

市
へ

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
　

　
　

派
遣

を
行

っ
た

。
（

派
遣

人
数

：
１

人
）

　
　

　
・
県

内
に

お
け

る
災

害
時

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

わ
る

団
体

と
平

成
3
0
年

度
に

協
定
を

結
び

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
状

況
等

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

う
と

と
も

に
、

研
修

等
に
参

加
し

専
門

知
識

の
習

　
　

　
得
に

努
め

た
。

　
職

能
３
団

体
（

鳥
取

県
社

会
福

祉
士

会
、

鳥
取

県
介

護
福

祉
士

会
、

鳥
取

県
介

護
支

援
専

門
員

連
絡

協
議

会
）

と
締

結
し

た
災

害
時

の
応

援
協

定
に

基
づ

き
、

災
害

発
生

時
に

県
内

及
び

県
外

の
被

災
地

で
不
足

す
る

福
祉

人
材

を
派

遣
す

る
「

災
害
時

派
遣

福
祉

支
援

チ
ー

ム
（

D
C
A
T
）

」
の

活
動

の
た

め
に

、
研

修
を

実
施

し
た

。
◆

鳥
取

県
災

害
派

遣
福

祉
チ

ー
ム

w
e
b
研

修
会

（
令

和
２

年
1
0
月

1
7
日

（
土

）
）

　
4
1
人

参
加

＜
不

用
額
の

理
由

＞
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

基
礎

研
修

は
ウ

ェ
ブ

に
て

開
催

し
講

師
旅

費
や

会
場

費
等

が
不

要
と

な
っ

た
。

ま
た

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

等
が

難
し

い
こ

と
か

ら
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

を
中

止
し
た

た
め

。
＜

流
用

額
＞

3
0
5
,
4
2
9
円
は

福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
民

生
費

）
に

流
用
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福
祉

人
材
の

資
質

向
上

支
援

事
業

2
,
0
3
2
,
0
0
0

0
0

0
2
,
0
3
2
,
0
0
0

2
,
0
3
2
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

福
祉

人
材
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
7
,
8
5
2
,
0
0
0

0
0

0
7
,
8
5
2
,
0
0
0

7
,
2
4
7
,
9
1
8

0
6
0
4
,
0
8
2

9
2
%

民
生

委
員
費

8
2
,
5
2
7
,
0
0
0

△
 
1
,
7
5
0
,
0
0
0

0
△

 
1
6
7
,
2
8
5

8
0
,
6
0
9
,
7
1
5

7
5
,
6
3
1
,
8
5
6

0
4
,
9
7
7
,
8
5
9

9
4
%

（
１

）
鳥
取

県
福

祉
研

究
学

会
事

業
　

　
社

会
福

祉
に

関
す

る
県

内
の

優
れ

た
業

務
・

活
動

・
研

究
の

成
果

を
同

時
に

発
表

す
る

場
を

設
け

、
優

秀
者

に
対

し
顕

彰
す

る
な

ど
に

よ
り

、
社

会
福

祉
関

係
者

の
意

欲
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
の
成

果
を

広
く

普
及

さ
せ

る
「

鳥
取

県
福

祉
研

究
学

会
」

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

。
　

 
 
＜

研
究

発
表

会
の

開
催

＞
　

　
 
 
 
 開

催
日

：
令

和
３

年
２

月
1
3
日

（
土

）
　

　
 
 
 
 場

　
所

：
鳥

取
短

期
大

学
・

鳥
取

看
護

大
学

　
　

 
 
 
 参

加
者

：
9
7
名

（
２

）
対
人

援
助

研
修

事
業

　
　

多
機
関

の
協

働
に

よ
る

支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、

関
連

機
関

の
多

職
種

を
対

象
に

、
各

福
祉

分
野

に
共

通
す

る
対

人
援

助
業

務
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

、
基

礎
研

修
及

び
応

用
研

修
を

行
っ

た
。

　
　

　
①
基

礎
研

修
の

開
催

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
と

し
、

西
部

地
区

か
ら

県
内

全
域

に
配

信
）

　
　

　
　
西

部
：

令
和

２
年

1
0
月

3
1
日

（
土

）
／

鳥
取

県
西

部
総

合
事

務
所

／
参

加
者

3
7
人

　
　

　
②
応

用
研

修
の

開
催

　
　

　
　
東

部
：

令
和

３
年

２
月

2
7
日

（
土

）
／

鳥
取

県
立

福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

中
研

修
室

（
オ

ン
ラ

イ
ン

併
用

）
／

参
加

者
1
6
人

　
　

　
　
中

部
：

令
和

３
年

２
月

2
6
日

（
金

）
／

倉
吉

未
来

中
心

セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム
３

／
参

加
者

1
8
人

　
　

　
　
西

部
：

令
和

３
年

２
月

2
7
日

（
土

）
／

鳥
取

県
西

部
総

合
事

務
所

講
堂

／
参

加
者

3
2
人

　
社

会
福
祉

法
第

９
３

条
に

基
づ

き
鳥

取
県

知
事

が
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
と

し
て

指
定

（
H
5
.
6
.
1
付

）
し

た
県
社

会
福

祉
協

議
会

に
、

福
祉

人
材

無
料

職
業

紹
介

等
を

行
う

「
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
」

の
運

営
に
係

る
事

業
を

委
託

し
、

実
施

し
た

。
・

福
祉

人
材

無
料

職
業

紹
介

　
求

職
相

談
受

付
1
,
0
7
8
人

、
新

規
求

人
1
,
6
0
1
件

、
採

用
決

定
1
1
9
件

・
就

職
フ
ェ

ア
開

催
　

等
　

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

従
来

の
集

会
形

式
を

中
止

し
、

ウ
ェ

ブ
開

催
の

み
と

な
っ

た
。

　
民

生
委
員

・
児

童
委

員
の

活
動

に
対

す
る

手
当

を
支

給
す

る
と

と
も

に
、

県
民

生
児

童
委

員
協

議
会

及
び

地
区

民
生

児
童

委
員

協
議

会
の

育
成

を
図

っ
た

。
・

民
生

委
員

数
1
,
1
4
5
人

（
令

和
２

年
度

末
現

在
）

・
地

区
協
議

会
数

6
2
地

区
※

民
生

委
員

数
及

び
地

区
協

議
会

数
は

鳥
取

市
（

中
核

市
）

分
を

除
く

（
実

績
）

・
各

種
研
修

会
開

催
　

（
民

生
委

員
児

童
委

員
継

続
養

成
研

修
会

（
３

地
区

）
、

民
生

委
員

・
児

童
委

員
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

中
止

）
　

等
）

・
全

国
大
会

及
び

研
修

会
等

へ
の

参
加

　
（

全
国
民

生
委

員
児

童
委

員
大

会
（

令
和

元
年

度
は

台
風

1
9
号

の
影

響
に

よ
り

中
止

）
、

全
国

児
童

委
員

研
究

協
議

会
、

民
生

委
員

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
、

民
生

委
員

等
を

対
象

と
す

る
相

談
技

法
研

修
会

　
等
）

・
指

定
民
生

児
童

委
員

協
議

会
（

モ
デ

ル
活

動
地

区
）

の
育

成
　

等
＜

流
用

額
＞

1
3
1
,
0
8
0
円
は

福
祉

保
健

課
管

理
運

営
費

(
民

生
費

)
に

流
用

1
0
,
2
0
5
円
は

心
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

事
業

に
流

用
2
6
,
0
0
0
円
は

鳥
取

県
立

福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

管
理

委
託

費
に

流
用
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県
民

総
合
福

祉
大

会
開

催
事

業
1
,
2
0
0
,
0
0
0

△
 
7
8
0
,
0
0
0

0
0

4
2
0
,
0
0
0

4
1
9
,
9
4
3

0
5
7

1
0
0
%

日
常

生
活
自

立
支

援
事

業
4
4
,
4
4
1
,
0
0
0

0
0

0
4
4
,
4
4
1
,
0
0
0

4
4
,
4
4
1
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

支
え

愛
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

・
福

祉
教

育
推

進
事

業
1
2
,
5
9
2
,
0
0
0

0
0

0
1
2
,
5
9
2
,
0
0
0

1
2
,
5
9
2
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

成
年

後
見
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
支

援
事

業
1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
0
)

2
0
,
7
7
5
,
0
0
0

0
0

2
0
,
7
7
5
,
0
0
0

2
0
,
7
7
4
,
2
0
0

0
8
0
0

1
0
0
%

救
護

事
業
費

1
,
0
3
1
,
0
0
0

0
0

0
1
,
0
3
1
,
0
0
0

8
6
0
,
6
1
4

0
1
7
0
,
3
8
6

8
3
%

　
行

旅
死
亡

人
等

の
埋

葬
等

を
行

っ
た

２
市

、
２

町
（

９
件

）
に

対
し

て
、

埋
葬

等
に

要
し

た
経

費
を

支
弁

し
た

。

①
生

活
福
祉

資
金

貸
付

事
業

補
助

金
　

生
活

福
祉

資
金

貸
付

事
業

を
実

施
す

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
に

対
し

て
、

事
業

費
（

人
件

費
、

庁
費

、
事

務
費

等
）

の
補

助
を

行
っ

た
。

②
被

災
者
生

活
復

興
支

援
貸

付
事

業
（

生
活

福
祉

資
金

利
子

補
給

事
業

）
　

県
社

会
福

祉
協

議
会

が
行

う
鳥

取
県

中
部

地
震

に
伴

う
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
に

つ
い

て
、

償
還

に
係

る
利

子
相

当
額

を
軽

減
す

る
た

め
、

そ
の

利
子

軽
減

額
に

対
す

る
補

助
を

行
っ

た
。

　
県

民
の
多

く
が

参
加

し
、

地
域

福
祉

を
身

近
な

問
題

と
し

て
受

け
止

め
、

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
本

県
の

社
会

福
祉

の
発

展
に

功
労

の
あ

っ
た

方
々

の
顕

彰
を

行
う

こ
と
に

よ
り

、
福

祉
に

携
わ

る
者

の
意

識
高
揚

及
び

県
民

の
福

祉
活

動
へ

の
理

解
を

促
進

す
る

た
め

、
県

民
総

合
福

祉
大

会
を

開
催

し
た

。
　

開
催

日
　

令
和

２
年

９
月

1
7
日

（
木

）
　

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

書
面

で
の

開
催

と
な

っ
た

。

　
認

知
症
高

齢
者

、
障

が
い

者
な

ど
判

断
能

力
が

十
分

で
な

い
方

が
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

な
ど

の
利

用
手

続
き

や
日

常
的

金
銭

管
理

な
ど

の
援

助
を

行
う

県
社

会
福

祉
協

議
会

の
事

業
経

費
に

対
し

助
成

を
行

っ
た
。

　
（

実
績
）

相
談

：
8
,
5
9
3
件

、
契

約
締

結
：

2
6
9
件

等

　
地

域
福
祉

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

で
の

支
え

愛
活

動
の

担
い

手
で

あ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
・

確
保

、
養

成
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

に
つ

な
げ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

育
成

な
ど

の
事

業
や

、
幅
広

い
県

民
へ

の
福

祉
教

育
を

推
進

す
る
以

下
の

事
業

等
に

対
し

助
成

し
た

。
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
対

す
る

相
談

・
助

言
（

活
動

調
整

３
件

、
相

談
件

数
1
4
件

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
数
：

個
人

6
0
1
人

、
団

体
4
2
団

体
）

※
R
３

.
３

月
末

時
点

）
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

養
成

研
修

開
催

　
等

　
◆

養
成
研

修
（

令
和

２
年

９
月

2
4
日

　
倉

吉
体

育
文

化
会

館
）

　
９

人
参

加
　

◆
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
令

和
２

年
1
0
月

2
9
日

　
新

日
本

海
新

聞
社

中
部

本
社

）
　

９
人

参
加

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

体
験

事
業

　
参

加
者
：

1
5
5
人

（
高

校
生

1
2
1
人

、
社

会
人

3
4
人

）
　

活
動

期
間

：
７

月
～

８
月

の
う

ち
３

～
４

日
程

度
、

９
月

～
1
2
月

の
う

ち
週

１
～

２
日

程
度

　
高

齢
者
等

が
権

利
侵

害
へ

の
適

切
な

対
応

や
成

年
後

見
制

度
等

の
支

援
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
・

安
全

な
生

活
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
、

弁
護

士
、

社
会

福
祉

士
等

の
専

門
人

材
に
よ

る
権

利
擁

護
に

関
す

る
相

談
か

ら
支
援

ま
で

の
一

元
的

・
専

門
的

な
支

援
体

制
を

整
え

る
た

め
、

成
年

後
見

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

支
援

し
、

高
齢

者
等

を
社

会
全

体
で

支
え

る
取

組
を

実
施

し
た

。
＜

実
施

状
況

＞
・

高
齢

者
等

の
権

利
侵

害
へ

の
適

切
な

対
応

や
成

年
後

見
制

度
の

支
援

を
行

う
た

め
、

各
圏

域
に

設
置

さ
れ

た
成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

補
助

を
行

っ
た

。
・

成
年

後
見

制
度

、
虐

待
防

止
等

の
権

利
擁

護
に

関
わ

る
相

談
、

成
年

後
見

制
度

の
申

立
支

援
、

普
及

啓
発

活
動

、
法

人
後

見
の

受
任

等
の

事
業

実
践

を
実

施
。

生
活

福
祉
資

金
貸

付
事

業
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市
町

村
包
括

的
福

祉
支

援
体

制
整

備
推

進
事

業
1
1
,
1
7
5
,
0
0
0

△
 
7
,
8
5
0
,
0
0
0

0
△

 
4
3
9
,
5
0
4

2
,
8
8
5
,
4
9
6

4
0
2
,
1
8
9

0
2
,
4
8
3
,
3
0
7

1
4
%

（
主

）
生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

事
業

6
4
,
2
6
8
,
0
0
0

△
 
5
1
5
,
0
0
0

3
,
5
0
0
,
0
0
0

△
 
2
0
,
0
0
0

6
7
,
2
3
3
,
0
0
0

6
5
,
4
2
6
,
7
4
2

0
1
,
8
0
6
,
2
5
8

9
7
%
「

６
主

な
事

業
に

関
す

る
調

べ
」

に
記

載

学
習

支
援
充

実
事

業
1
,
0
8
7
,
0
0
0

0
0

5
1
4
,
0
0
0

1
,
6
0
1
,
0
0
0

1
,
2
9
6
,
0
0
0

0
3
0
5
,
0
0
0

8
1
%

低
所

得
者
等

に
係

る
中

間
的

就
労

支
援

推
進

事
業

7
,
9
4
2
,
0
0
0

0
0

0
7
,
9
4
2
,
0
0
0

7
,
5
0
8
,
9
1
6

0
4
3
3
,
0
8
4

9
5
%

子
ど

も
の
居

場
所

推
進

事
業

1
1
,
6
4
6
,
0
0
0

△
 
6
6
0
,
0
0
0

0
△

 
5
1
4
,
0
0
0

1
0
,
4
7
2
,
0
0
0

9
,
4
8
3
,
9
8
0

0
9
8
8
,
0
2
0

9
1
%

鳥
取

県
社
会

福
祉

事
業

包
括

支
援

事
業

3
0
,
5
7
6
,
0
0
0

△
 
9
,
0
6
9
,
0
0
0

0
0

2
1
,
5
0
7
,
0
0
0

1
7
,
5
2
0
,
3
4
6

0
3
,
9
8
6
,
6
5
4

8
1
%

＜
流

用
額
＞

1
2
0
,
0
0
0
円
は

職
員

人
件

費
（

社
会

福
祉

総
務

費
）

か
ら

流
用

1
3
2
,
0
0
0
円
は

福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
民

生
費

）
に

流
用

8
,
0
0
0
円

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

事
業

に
流

用

　
困

窮
・
介

護
・

障
が

い
・

子
ど

も
な

ど
の

分
野

に
か

か
わ

ら
ず

、
横

断
的

に
課

題
を

受
け

止
め

、
個

別
支

援
か

ら
見

え
て

く
る

課
題

に
も

対
応

で
き

る
包

括
的

な
支

援
体

制
整

備
に

つ
い

て
、

包
括

的
支

援
体
制

整
備

推
進

員
（

１
名

）
の

配
置

や
、
県

内
の

多
分

野
（

社
会

福
祉

士
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
、

権
利

擁
護

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

な
ど

）
の

各
専

門
職

等
で

構
成

す
る

推
進

チ
ー

ム
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

な
ど

に
よ

り
、

個
々
の

市
町

村
に

応
じ

た
体

制
整

備
を

後
押
し

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
包

括
的

支
援

体
制

整
備

推
進

員
を

委
託

か
ら

謝
金

に
切

り
替

え
た

こ
と

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

研
修

等
の

開
催

回
数

が
減

っ
た

こ
と

等
に

よ
り

不
用

額
が

発
生

し
た

た
め

。
＜

流
用

額
＞

4
3
9
,
5
0
4
円
は

福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
民

生
費

）
に

流
用

①
子

ど
も
の

居
場

所
づ

く
り

支
援

事
業

　
低

所
得
世

帯
や

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

子
ど

も
た

ち
の

社
会

性
、

規
則

正
し

い
生

活
習

慣
の

獲
得

、
世

帯
の

孤
立

防
止

等
を

推
進

す
る

た
め

、
居

場
所

づ
く

り
を

行
う

市
町

村
に

対
し

て
、

初
期

経
費

や
運

営
費
に

つ
い

て
補

助
し

た
。

（
交

付
市
町

村
）

鳥
取

市
、

米
子

市
、

岩
美

町
、

智
頭

町
、

八
頭

町
、

南
部

町
②

と
っ

と
り

子
ど

も
未

来
サ

ポ
ー

ト
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
　

全
県

的
な

居
場

所
の

増
設

や
取

組
充

実
を

図
る

た
め

、
こ

ど
も

食
堂

等
の

居
場

所
づ

く
り

の
関

係
団

体
で

構
成

す
る

「
と

っ
と

り
子

ど
も

の
居

場
所

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

”
え

ん
た

く
”

」
に

対
す

る
活

動
経

費
を
補

助
し

た
。

＜
流

用
額
＞

5
1
4
,
0
0
0
円
は

学
習

支
援

充
実

事
業

に
流

用

　
単

県
で
支

援
を

行
っ

て
い

た
施

策
に

つ
い

て
、

よ
り

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

取
組

に
な

る
よ

う
補

助
制

度
を

改
め

、
常

日
頃

か
ら

各
種

社
会

福
祉

団
体

と
接

し
て

お
り

、
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

十
分

把
握

し
て
い

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
を

窓
口

と
し
て

団
体

等
の

補
助

を
行

っ
た

。
県

は
県

社
会

福
祉

協
議

会
が

各
種

団
体

の
支

援
に

必
要

と
な

る
経

費
を

全
額

支
援

負
担

し
た

。

①
市

町
村
に

対
し

て
、

子
ど

も
の

学
習

支
援

事
業

に
つ

い
て

国
庫

補
助

で
は

対
象

と
な

ら
な

い
経

費
を

助
成

し
た

。
（

助
成

先
：

倉
吉

市
、

岩
美

町
、

日
吉

津
村

）
②

市
町

村
の

福
祉

部
局

及
び

教
育

部
局

と
の

「
子

ど
も

の
学

び
の

環
境

等
低

所
得

者
対

策
推

進
連

絡
会

議
」

に
つ

い
て

、
各

市
町

村
を

巡
回

訪
問

し
意

見
交

換
を

実
施

（
7
月

～
8
月

）
し

た
ほ

か
、

研
修

会
「

子
ど

も
の

声
を

聞
き

、
寄

り
添

う
」

（
２
/
1
8
）

を
開

催
し

た
。

＜
流

用
額
＞

5
1
4
,
0
0
0
円
は

子
ど

も
の

居
場

所
推

進
事

業
か

ら
流

用

　
低

所
得
者

等
の

就
労

を
支

援
す

る
た

め
に

、
中

間
的

就
労

事
業

所
育

成
員

を
配

置
し

、
企

業
等

中
間

的
就

労
協

力
事

業
所

の
開

拓
及

び
マ

ッ
チ

ン
グ

の
促

進
に

取
り

組
ん

だ
。

　
・

協
力
事

業
所

数
 
2
6
3
事

業
所

（
R
３

.
３

末
）

　
・

マ
ッ
チ

ン
グ

件
数

（
R
３

.
３

末
）

　
3
0
件

（
う

ち
就

労
体

験
実

施
件

数
1
1
件

、
企

業
見

学
実

施
件

数
1
6
件
）

13



福
祉

保
健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

1
7
,
3
6
6
,
0
0
0

0
0

3
,
1
1
5
,
4
5
8

2
0
,
4
8
1
,
4
5
8

1
9
,
9
5
4
,
0
2
2

0
5
2
7
,
4
3
6

9
7
%

生
活

福
祉
資

金
緊

急
貸

付
事

業
0

3
,
6
1
1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

3
,
6
1
1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
7
7
1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
8
4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

7
7
%

生
活

困
窮
者

に
係

る
緊

急
総

合
支

援
事

業
0

1
,
2
2
4
,
0
0
0

0
0

1
,
2
2
4
,
0
0
0

0
0

1
,
2
2
4
,
0
0
0

0
%

こ
ど

も
食
堂

緊
急

応
援

事
業

0
4
,
5
9
8
,
0
0
0

0
0

4
,
5
9
8
,
0
0
0

3
,
7
5
0
,
2
4
1

0
8
4
7
,
7
5
9

8
2
%

マ
ス

ク
流
通

促
進

緊
急

対
策

事
業

0
3
5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
5
,
0
8
2
,
4
5
7

5
0
,
0
8
2
,
4
5
7

5
0
,
0
8
2
,
4
5
7

0
0

1
0
0
%

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

店
頭

等
で

入
手

し
づ

ら
く

な
っ

て
い

る
マ

ス
ク

に
つ

い
て

県
民

に
供

給
可

能
な

仕
組

み
を

構
築

し
た

。
＜

流
用

額
＞

1
4
,
5
1
5
,
95
7
円

は
職

員
人

件
費

（
社

会
福

祉
総

務
費

）
か

ら
流

用
5
6
6
,
5
0
0
円
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
入

院
患

者
家

族
支

援
事

業
か

ら
流

用

　
低

所
得
者

、
離

職
者

等
に

対
し

、
必

要
な

資
金

の
貸

付
と

相
談

支
援

を
行

う
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

た
世

帯
へ

の
対

象
拡

大
に

伴
い

、
貸

付
件
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

実
施

主
体
で

あ
る

県
社

会
福

祉
協

議
会

に
対

し
、

貸
付

原
資

を
補

助
し

た
。

＜
不

用
額
の

理
由

＞
１

月
補

正
で

見
込

ん
で

い
た

国
庫

補
助

額
と

国
内

示
額

と
の

差
額

が
生

じ
た

た
め

。

　
生

活
困
窮

者
の

自
立

に
向

け
た

包
括

的
支

援
（

生
活

・
社

会
訓

練
、

家
計

支
援

、
就

労
支

援
、

経
済

的
支

援
等

）
を

行
う

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

事
業

の
う

ち
、

離
職

者
等

の
う

ち
所

得
等

が
一

定
水
準

以
下

の
者

に
対

す
る

有
期

で
の

家
賃
相

当
額

を
給

付
す

る
「

住
居

確
保

給
付

金
」

事
業

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
支

給
対

象
を

拡
大

）
を

実
施

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
住

居
確

保
給

付
金

の
支

給
対

象
が

拡
大

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

増
額

補
正

し
た

が
、

申
請

件
数

が
少

な
く

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

事
業

で
対

応
し

た
た

め
。

　
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
の

影
響

を
受

け
、

通
常

の
こ

ど
も

食
堂

の
運

営
が

困
難

に
な

り
、

運
営

方
法

等
を

変
更

（
開

催
場

所
の

変
更

や
分

散
開

催
、

食
事

の
提

供
方

法
の

変
更

、
感

染
防
止

対
策

等
）

す
る

こ
と

を
余

儀
な

く
さ
れ

た
民

間
団

体
等

に
対

し
て

、
そ

の
追

加
経

費
に

係
る

補
助

を
行

っ
た

。
ま

た
、

市
町

村
又

は
民

間
団

体
等

が
新

規
に

立
ち

上
げ

る
こ

ど
も

食
堂

等
の

子
ど

も
の

居
場

所
確

保
に

資
す

る
事

業
等

に
対
し

て
補

助
を

行
っ

た
。

（
４

団
体

が
活
用

）

■
社

会
福
祉

審
議

会
　

鳥
取

県
社

会
福

祉
審

議
会

に
、

民
生

委
員

専
門

分
科

会
、

児
童

福
祉

専
門

分
科

会
等

を
設

け
、

社
会

福
祉

の
諸

問
題

に
つ

い
て

審
議

を
行

っ
た

。
■

福
祉

職
員

の
専

門
性

向
上

事
業

　
県

の
福
祉

関
係

職
員

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
立

保
健

医
療

科
学

院
等

へ
の

職
員

派
遣

の
ほ

か
、

職
場

外
研

修
へ

の
自

主
的

な
参

加
を

支
援

し
た

。
■

社
会

福
祉

統
計

調
査

費
　

社
会

福
祉

行
政

推
進

に
当

た
っ

て
の

基
礎

資
料

を
得

る
た

め
、

国
民

生
活

基
礎

調
査

（
所

得
票

）
、

福
祉

行
政

報
告

例
に

よ
る

社
会

福
祉

統
計

調
査

等
を

実
施

し
た

。
■

管
理

運
営

費
　

福
祉

保
健

部
・

課
の

各
種

企
画

調
整

・
対

応
に

係
る

業
務

や
予

算
・

決
算

・
各

種
庶

務
業

務
を

行
っ

た
。

＜
流

用
額
＞

5
1
,
0
0
0
円
は

職
員

人
件

費
（

社
会

福
祉

総
務

費
）

に
流

用
1
3
1
,
0
8
0
円
は

民
生

委
員

費
か

ら
流

用
4
3
9
,
5
0
4
円
は

市
町

村
包

括
的

福
祉

支
援

体
制

整
備

推
進

事
業

か
ら

流
用

3
0
5
,
4
2
9
円
は

災
害

時
に

お
け

る
福

祉
支

援
機

能
強

化
事

業
か

ら
流

用
2
,
1
5
8
,
4
45
円

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

事
業

か
ら

流
用

1
3
2
,
0
0
0
円
は

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

事
業

か
ら

流
用
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新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

事
業

0
1
4
,
1
8
9
,
0
0
0

0
△

 
3
,
0
4
0
,
2
6
0

1
1
,
1
4
8
,
7
4
0

8
,
0
0
0

0
1
1
,
1
4
0
,
7
4
0

0
%

県
立

福
祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
基

金
造

成
補

助
事

業
0

6
6
4
,
0
0
0

0
0

6
6
4
,
0
0
0

6
6
4
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

社
会

福
祉
施

設
ク

ラ
ス

タ
ー

対
策

等
事

業
0

1
7
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

1
7
,
5
0
0
,
0
0
0

4
,
3
0
0
,
0
0
0

0
1
3
,
2
0
0
,
0
0
0

2
5
%

生
活

困
窮
者

に
係

る
総

合
支

援
拡

充
事

業
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

0
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

0
0
%
９

「
繰
越

関
係

調
べ

」
に

記
載

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
0
)

1
,
2
5
6
,
4
7
9
,
0
0
0

3
,
6
5
1
,
9
1
6
,
0
0
0

3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
4
,
9
1
1
,
8
9
5
,
0
0
0

3
,
9
8
4
,
0
1
2
,
3
9
8

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

8
9
0
,
6
9
8
,
6
0
2

8
1
%

　
日

常
生
活

で
見

守
り

や
介

護
が

必
要

な
児

童
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

な
ど

の
要

支
援

者
が

い
る

家
庭

で
、

生
活

支
援

を
行

っ
て

い
る

家
族

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
感

染
し

て
入

院
等

を
行

う
場

合
に

、
介
助

者
の

派
遣

等
必

要
な

支
援

を
行

う
こ
と

と
し

て
、

市
町

村
や

福
祉

関
係

者
と

意
見

交
換

を
行

い
、

要
綱

等
を

整
備

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
高

齢
者

・
障

が
い

者
で

5
0
人

、
児

童
で

1
0
人

の
利

用
を

見
込

ん
だ

が
、

親
戚

に
よ

る
支

援
や

児
童

の
一

時
保

護
等

に
よ

り
、

本
事

業
の

利
用

が
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額
＞

3
2
3
,
3
1
5
円
は

職
員

人
件

費
（

社
会

福
祉

総
務

費
）

に
流

用
2
,
1
5
8
,
4
45
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用
5
6
6
,
5
0
0
円
は

マ
ス

ク
流

通
促

進
緊

急
対

策
事

業
に

流
用

8
,
0
0
0
円

は
生

活
困

窮
者

に
係

る
総

合
支

援
事

業
か

ら
流

用

　
社

会
福
祉

施
設

が
行

う
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
大

規
模

ク
ラ

ス
タ

ー
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
整

備
に

対
し

支
援

制
度

を
設

け
た

。
ま

た
、

県
内

の
救

護
施

設
の

職
員

に
対

し
て

の
慰

労
金

給
付
の

ほ
か

、
感

染
防

止
の

た
め

に
必

要
な
経

費
を

補
助

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
設

備
整

備
に

つ
い

て
補

助
対

象
事

業
者

か
ら

申
請

が
な

か
っ

た
た

め
。

目
　
　

　
　

計

　
指

定
管
理

施
設

で
あ

る
県

立
福

祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
の

令
和

元
年

度
の

委
託

料
余

剰
金

を
全

額
県

に
返

還
さ

せ
、

経
営

努
力

に
よ

ら
な

い
額

を
控

除
し

た
額

を
、

指
定

管
理

者
で

あ
る

県
社

会
福

祉
協

議
会
が

地
域

福
祉

の
推

進
事

業
の

た
め

造
成
し

た
基

金
に

対
し

補
助

し
た

。
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（
遺

家
族
等

援
護

費
）

戦
傷

病
者
戦

没
者

遺
族

等
援

護
事

業
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

6
,
6
2
3
,
9
9
2

0
7
,
1
4
6
,
0
0
8

4
8
%

目
　
　

　
　

計
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

6
,
6
2
3
,
9
9
2

0
7
,
1
4
6
,
0
0
8

4
8
%

（
１

）
戦
没

者
慰

霊
等

援
護

事
業

　
戦

没
者
の

慰
霊

行
事

を
行

う
と

と
も

に
、

旧
陸

軍
墓

地
、

因
伯

の
塔

の
維

持
管

理
等

を
行

っ
た

。

１
　

全
国
戦

没
者

追
悼

式
　

R
２

.
８

.
1
5
　

東
京

　
日

本
武

道
館

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

最
終

的
に

県
内

出
席

者
な

し
）

２
　

鳥
取
県

戦
没

者
慰

霊
祭

　
R
２

.
1
0
.
2
2
　

鳥
取

市
民

会
館

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で
規

模
を

縮
小

し
て

開
催

）
３

　
旧

陸
軍

墓
地

慰
霊

祭
　

R
２

.
９

.
３

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

規
模

を
縮

小
し

て
開
催

）
４

　
沖

縄
「

因
伯

の
塔

」
慰

霊
祭

　
R
２

.
1
1
.
４

　
沖

縄
県

糸
満

市
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

で
中

止
）

５
　

鳥
取
県

遺
族

会
補

助
金

　
9
5
,
5
6
4
円

　
　

　
補
助

先
　

（
一

財
）

鳥
取

県
遺

族
会

（
２

）
戦
傷

病
者

遺
族

等
援

護
事

業
　

特
別

援
護

法
に

基
づ

く
療

養
給

付
、

補
装

具
の

支
給

及
び

修
理

、
戦

傷
病

者
手

帳
及

び
J
R
乗

車
券

引
換

証
の
交

付
を

行
っ

た
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
注

）
療

養
給

付
に

つ
い

て
は

、
国

費
で

直
接

支
払

先
に

支
払

わ
れ

る
。

　
各

種
特
別

給
付

金
（

特
別

弔
慰

金
）

支
給

法
に

基
づ

く
給

付
金

等
の

審
査

及
び

裁
定

を
行

っ
た

。
　

　
戦

傷
病

者
妻

特
別

給
付

金
　

０
件

　
　

戦
没
者

妻
特

別
給

付
金

　
　

０
件

　
　

戦
没
者

遺
族

特
別

弔
慰

金
　

2
,
6
0
4
件

（
３

）
中
国

残
留

邦
人

等
支

援
事

業
　

中
国

残
留

邦
人

に
対

す
る

支
援

給
付

に
つ

い
て

、
実

施
主

体
で

あ
る

鳥
取

市
に

対
し

て
実

地
監

査
、

米
子

市
に

対
し

て
書

面
監

査
を

行
っ

た
。

（
４

）
恩
給

等
事

務
処

理
費

　
旧

軍
人
・

軍
属

の
普

通
恩

給
、

一
時

恩
給

等
制

度
に

係
る

各
種

相
談

等
に

応
じ

た
。

　
旧

軍
人
軍

歴
に

関
す

る
証

明
を

行
っ

た
。

　
　

軍
歴
証

明
　

受
付

・
交

付
件

数
　

　
3
1
件

＜
不

用
額
の

理
由

＞
特

別
弔

慰
金

事
務

処
理

に
係

る
経

費
の

減
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

で
補

助
事

業
が

未
実

施
等

の
理

由
の

た
め

。

療
養

給
付

の
状

況
件

　
数

金
 　

額
　

療
養

の
給

付
 　

  
0
件

 0
円

  
補

装
具

の
交

付
（
修

理
）

 　
  

0
件

0
円

戦
傷

病
者

手
帳

及
び

Ｊ
Ｒ

乗
車

券
引

換
証

の
交

付
状

況

　
　

甲
種

 -
 -

 -
 -

 -
2
 -

 -
 -

 -
 -

 -
 -

 -
2

　
　

乙
種

 -
 -

 -
 -

 -
2
 -

 -
 -

 -
 -

 -
 -

 -
2

合
計

第
３

款
症

第
４

款
症

第
５

款
症

目
症

第
６

項
症

第
７

項
症

第
１

款
症

第
２

款
症

第
５

項
症

障
  
害

 の

程
度

区
分

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

第
４

項
症
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（
児

童
福
祉

総
務

費
）

職
員

人
件
費

1
,
5
3
6
,
6
7
6
,
0
0
0

△
 
1
4
1
,
7
4
9
,
0
0
0

0
0

1
,
3
9
4
,
9
2
7
,
0
0
0

1
,
3
8
0
,
6
0
7
,
3
8
0

0
1
4
,
3
1
9
,
6
2
0

9
9
%

子
ど

も
発
達

支
援

課
７

人
皆

成
学

園
6
3
人

総
合

療
育
セ

ン
タ

ー
9
7
人

鳥
取

療
育
園

1
7
人

中
部

療
育
園

９
人

合
計

1
9
3
人

目
　
　

　
　

計
1
,
5
3
6
,
6
7
6
,
0
0
0

△
 
1
4
1
,
7
4
9
,
0
0
0

0
0

1
,
3
9
4
,
9
2
7
,
0
0
0

1
,
3
8
0
,
6
0
7
,
3
8
0

0
1
4
,
3
1
9
,
6
2
0

9
9
%

（
生

活
保
護

総
務

費
）

職
員

人
件
費

1
0
8
,
6
9
1
,
0
0
0

△
 
2
,
4
8
5
,
0
0
0

0
0

1
0
6
,
2
0
6
,
0
0
0

1
0
5
,
8
8
3
,
2
4
8

0
3
2
2
,
7
5
2

1
0
0
%

福
祉

保
健
課

２
人

福
祉

監
査
指

導
課

４
人

中
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
２

人
西

部
総

合
事

務
所

福
祉

保
健

局
７

人
合

計
1
5
人

目
　
　

　
　

計
1
0
8
,
6
9
1
,
0
0
0

△
 
2
,
4
8
5
,
0
0
0

0
0

1
0
6
,
2
0
6
,
0
0
0

1
0
5
,
8
8
3
,
2
4
8

0
3
2
2
,
7
5
2

1
0
0
%

（
救

助
費
）

救
助

費
2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0

△
 
5
0
0
,
0
0
0

1
,
9
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
9
0
0
,
0
0
0

0
%
5
0
0
,
0
0
0
円
は

交
流

推
進

課
に

所
管

替
配

当

社
会

福
祉
施

設
等

災
害

時
非

常
用

電
源

設
備

緊
急

整
備

支
援

事
業

3
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0

0
3
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0

3
,
3
0
0
,
0
0
0

0
%

被
災

者
生
活

復
興

支
援

貸
付

事
業

（
災

害
援

護
資

金
利

子
補

給
事

業
）

1
2
5
,
0
0
0

0
0

0
1
2
5
,
0
0
0

8
7
,
6
6
3

0
3
7
,
3
3
7

7
0
%

被
災

者
生
活

応
急

応
援

事
業

（
救

助
費

）
0

9
0
9
,
0
0
0

0
0

9
0
9
,
0
0
0

9
0
8
,
4
4
2

0
5
5
8

1
0
0
%

目
　
　

　
　

計
5
,
8
2
5
,
0
0
0

9
0
9
,
0
0
0

0
△

 
5
0
0
,
0
00

6
,
2
3
4
,
0
0
0

9
9
6
,
1
0
5

0
5
,
2
3
7
,
8
9
5

1
6
%

　
鳥

取
県
中

部
地

震
に

伴
う

災
害

援
護

資
金

貸
付

事
業

に
つ

い
て

、
償

還
に

係
る

利
子

相
当

額
の

利
子

補
給

を
行

う
市

町
に

対
し

、
利

子
相

当
額

の
２

分
の

１
の

補
助

を
行

っ
た

。

　
災

害
救
助

法
に

基
づ

く
、

台
風

１
９

号
の

被
災

地
（

福
島

県
）

の
支

援
に

鳥
取

市
が

要
し

た
経

費
を

求
償

し
、

同
市

に
支

出
を

行
っ

た
。

　
災

害
救
助

法
に

係
る

事
務

を
行

っ
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
災

害
見

舞
金

、
生

活
支

援
資

金
等

の
支

出
実

績
が

な
か

っ
た

た
め

。

　
入

所
施
設

を
運

営
す

る
社

会
福

祉
法

人
等

及
び

有
床

の
医

療
施

設
の

設
置

者
が

行
う

、
非

常
用

自
家

発
電

機
の

購
入

に
要

す
る

費
用

に
対

し
、

支
援

制
度

を
設

け
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
補

助
対

象
事

業
者

か
ら

申
請

が
な

か
っ

た
た

め
。
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（
備

蓄
費
）

備
蓄

費
3
,
0
0
9
,
0
0
0

0
0

0
3
,
0
0
9
,
0
0
0

2
,
9
7
6
,
6
2
3

0
3
2
,
3
7
7

9
9
%

目
　
　

　
　

計
3
,
0
0
9
,
0
0
0

0
0

0
3
,
0
0
9
,
0
0
0

2
,
9
7
6
,
6
2
3

0
3
2
,
3
7
7

9
9
%

（
公

衆
衛
生

総
務

費
）

職
員

人
件
費

2
5
2
,
6
2
1
,
0
0
0

△
 
5
,
9
2
6
,
0
0
0

0
8
0
,
0
0
0

2
4
6
,
7
7
5
,
0
0
0

2
4
6
,
4
5
9
,
1
7
2

0
3
1
5
,
8
2
8

1
0
0
%

福
祉

保
健
課

４
人

障
が

い
福
祉

課
２

人
健

康
政

策
課

1
7
人

精
神

保
健
福

祉
セ

ン
タ

ー
1
0
人

合
計

3
3
人

＜
流

用
額
＞

8
0
,
0
0
0
円
は

衛
生

統
計

費
か

ら
流

用

衛
生

統
計
費

3
,
7
6
2
,
0
0
0

0
0

△
 
8
1
3
,
0
0
0

2
,
9
4
9
,
0
0
0

1
,
1
3
4
,
5
0
5

0
1
,
8
1
4
,
4
9
5

3
8
%

　
保

健
衛
生

行
政

推
進

に
当

た
っ

て
の

基
礎

資
料

を
得

る
た

め
、

次
の

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

元
年

度
に

構
築

し
た

人
口

動
態

調
査

集
計

シ
ス

テ
ム

の
保

守
等

業
務

を
行

っ
た

。
　

　
人

口
動

態
調

査
（

毎
月

）
、

衛
生

行
政

報
告

例
（

年
度

報
）

等
の

各
種

調
査

＜
不

用
額
の

理
由

＞
国

民
生

活
基

礎
調

査
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

た
め

。
＜

流
用

額
＞

7
3
3
,
0
0
0
円
は

原
爆

被
爆

者
保

護
費

に
流

用
8
0
,
0
0
0
円
は

職
員

人
件

費
（

公
衆

衛
生

総
務

費
）

に
流

用

　
災

害
救
助

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
災

害
救

助
基

金
の

積
み

立
て

を
行

っ
た

。
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原
爆

被
爆
者

保
護

費
1
1
5
,
2
9
5
,
0
0
0

0
0

7
3
3
,
0
0
0

1
1
6
,
0
2
8
,
0
0
0

9
6
,
1
0
5
,
1
7
9

0
1
9
,
9
2
2
,
8
2
1

8
3
%

福
祉

保
健
部

管
理

運
営

費
（

衛
生

費
）

8
1
,
0
0
0

0
0

0
8
1
,
0
0
0

8
1
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

目
　
　

　
　

計
3
7
1
,
7
5
9
,
0
0
0

△
 
5
,
9
2
6
,
0
0
0

0
0

3
6
5
,
8
3
3
,
0
0
0

3
4
3
,
7
7
9
,
8
5
6

0
2
2
,
0
5
3
,
1
4
4

9
4
%

（
母

子
衛
生

費
）

優
生

手
術
被

害
者

支
援

事
業

6
0
0
,
0
0
0

0
0

0
6
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0

0
%

目
　
　

　
　

計
6
0
0
,
0
0
0

0
0

0
6
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0

0
%

２
　

原
子
爆

弾
の

傷
害

作
用

に
よ

る
影

響
を

受
け

、
今

な
お

特
別

の
状

態
に

あ
る

者
に

対
し

、
各

種
手

当
を

支
給

し
た

。

３
　

鳥
取
県

原
爆

被
害

者
協

議
会

補
助

金
　

5
0
0
,
0
0
0
円

４
　

原
爆
死

没
者

慰
霊

等
事

業
補

助
金

　
　

4
0
8
,
0
0
0
円

＜
不

用
額
の

理
由

＞
　

各
種

手
当

や
葬

祭
料

の
支

給
等

に
つ

い
て

、
見

込
み

よ
り

少
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額
＞

7
3
3
,
0
0
0
円
は

衛
生

統
計

費
か

ら
流

用

　
衛

生
行
政

に
関

す
る

都
道

府
県

及
び

指
定

都
市

間
の

連
携

を
緊

密
に

し
、

衛
生

行
政

の
円

滑
な

推
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
加

入
し

て
い

る
全

国
衛

生
部

長
会

の
会

費
を

負
担

し
た

。

＜
不

用
額
の

理
由

＞
旧

優
生

保
護

法
に

よ
る

優
生

手
術

の
被

害
者

に
つ

い
て

、
事

実
確

認
の

た
め

に
必

要
と

な
る

医
師

の
診

察
や

心
の

ケ
ア

の
た

め
に

必
要

と
な

る
費

用
、

訴
訟

へ
の

参
加

を
希

望
さ

れ
る

場
合

の
旅

費
や

介
助

等
の
費

用
、

県
の

面
談

を
受

け
る

た
め

に
必
要

な
介

助
費

用
を

補
助

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
補

助
事

業
の

利
用

者
が

な
か

っ
た

。
（

聴
覚

障
が

い
者

相
談

員
や

手
話

通
訳

者
な

ど
を

利
用

す
る

費
用

は
、

こ
の

補
助

事
業

に
依

ら
ず

県
が

直
接
費

用
を

負
担

し
て

い
る

。
）

１
　

被
爆
者

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

手
帳

所
持

者
に

対
し

て
は

年
２

回
の

定
期

健
康

診
断

及
び

年
１

回
の

希
望

に
よ

る
が

ん
検

診
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

必
要

に
応

じ
て

精
密

検
査

を
実

施
し

た
。

健
康

診
断

受
診

状
況

（
延

べ
受

診
者

数
）

　
　

定
期

　
定

期
外

一
般

検
査

9
9

0
7
4

1
7
3

精
密

検
査

5
0

4
9

　
　

区
　

分
　

　
が

ん
　

　
　

　
　

　
　

一
般

　
　

合
計

手
帳

被
交

付
者

数
（単

位
：人

）

被
爆

者
健

康
手

帳
20

7
0

0
0

0
1

16
19

0

健
康

診
断

受
給

者
証

3
0

0
0

0
0

0
3

※
「異

動
」は

健
康

診
断

受
診

者
証

か
ら

被
爆

者
健

康
手

帳
へ

の
異

動
に

関
す

る
も

の
。

新
規

交
付

前
年

度
末

　
　

　
　

　
　

増
　

　
　

　
　

　
減

　
　

　
区

　
　

　
　

分
本

年
度

末
異

動
転

入
異

動
転

出
死

亡

手
当

支
給

状
況

（
支

給
人

員
は

延
べ

人
員

）
　

　
　

　
　

　
　

(単
位

：
人

・円
）

対
象

者
数

2
0

1
8
5

7
1

支
給

人
員

2
4

0
2
,1

2
9

8
4

1
2

　
　

金
額

3
,4

1
2
,0

8
0

0
7
4
,4

5
1
,1

3
0

1
,8

9
1
,6

8
0

2
6
7
,8

4
0

3
,3

4
4
,0

0
0

医
療

特
別

手
当

特
別

手
当

健
康

管
理

手
当

1
6

保
健

手
当

介
護

手
当

葬
祭

料
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（
保

健
所
費

）

職
員

人
件
費

4
1
9
,
7
7
8
,
0
0
0

2
,
8
5
7
,
0
0
0

0
9
5
7
,
9
6
5

4
2
3
,
5
9
2
,
9
6
5

4
1
9
,
8
0
4
,
4
0
4

0
3
,
7
8
8
,
5
6
1

9
9
%

中
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
2
4
人

西
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
3
1
人

合
計

5
5
人

＜
流

用
額
＞

4
1
7
,
6
9
9
円
は

保
健

所
機

能
等

体
制

強
化

事
業

か
ら

流
用

5
4
0
,
2
6
6
円
は

西
部

総
合

事
務

所
福

祉
保

健
局

管
理

運
営

費
か

ら
流

用

指
導

管
理
費

5
5
,
0
0
0

0
0

0
5
5
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

保
健

所
機
能

等
体

制
強

化
事

業
0

1
1
3
,
2
6
6
,
0
0
0

0
△

 
3
,
3
6
0
,
5
8
9

1
0
9
,
9
0
5
,
4
1
1

2
6
,
5
2
5
,
9
3
3

0
8
3
,
3
7
9
,
4
7
8

2
4
%

中
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
運

営
費

6
,
1
2
9
,
0
0
0

0
0

1
,
4
9
1
,
7
8
3

7
,
6
2
0
,
7
8
3

7
,
2
7
6
,
0
4
7

0
3
4
4
,
7
3
6

9
5
%

西
部

総
合
事

務
所

福
祉

保
健

局
管

理
運

営
費

2
3
,
1
6
8
,
0
0
0

3
3
5
,
0
0
0

0
9
1
0
,
8
4
1

2
4
,
4
1
3
,
8
4
1

2
3
,
3
9
6
,
6
9
6

0
1
,
0
1
7
,
1
4
5

9
6
%

目
　
　

　
　

計
4
4
9
,
1
3
0
,
0
0
0

1
1
6
,
4
5
8
,
0
0
0

0
0

5
6
5
,
5
8
8
,
0
0
0

4
7
7
,
0
5
8
,
0
8
0

0
8
8
,
5
2
9
,
9
2
0

8
4
%

（
医

薬
総
務

費
）

職
員

人
件
費

7
3
1
,
0
9
1
,
0
0
0

1
1
,
8
2
6
,
0
0
0

0
0

7
4
2
,
9
1
7
,
0
0
0

7
3
6
,
0
7
7
,
9
3
3

0
6
,
8
3
9
,
0
6
7

9
9
%

医
療

政
策
課

1
7
人

医
療

・
保
険

課
８

人
鳥

取
看

護
専

門
学

校
９

人
倉

吉
総

合
看

護
専

門
学

校
2
2
人

合
計

5
6
人

目
　
　

　
　

計
7
3
1
,
0
9
1
,
0
0
0

1
1
,
8
2
6
,
0
0
0

0
0

7
4
2
,
9
1
7
,
0
0
0

7
3
6
,
0
7
7
,
9
3
3

0
6
,
8
3
9
,
0
6
7

9
9
%

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
3
,
5
0
0
,
0
0
0
)

(
0
)

4
,
5
9
0
,
0
3
0
,
0
0
0

3
,
8
5
5
,
9
5
9
,
0
0
0

3
,
5
0
0
,
0
0
0

2
,
4
7
9
,
0
3
1

8
,
4
5
1
,
9
6
8
,
0
3
1

7
,
3
1
6
,
3
2
0
,
7
0
1

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

1
,
0
9
8
,
4
6
3
,
3
3
0

8
7
%

合
　
　

　
　

計

　
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

を
目

的
と

し
て

、
嘱

託
医

、
保

健
師

（
元

保
健

所
職

員
等

）
、

看
護

師
等

を
雇

用
す

る
。

＜
不

用
額
の

理
由

＞
宿

泊
療

養
施

設
の

稼
働

状
況

等
が

想
定

よ
り

少
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額
＞

4
1
7
,
6
9
9
円
は

職
員

人
件

費
（

保
健

所
費

）
に

流
用

1
,
4
9
1
,
7
83
円

は
中

部
福

祉
保

健
局

管
理

運
営

費
に

流
用

1
,
4
5
1
,
1
07
円

は
西

部
福

祉
保

健
局

管
理

運
営

費
に

流
用

　
保

健
所
活

動
の

推
進

と
保

健
所

相
互

の
連

携
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

加
入

し
て

い
る

全
国

保
健

所
長

会
の

会
費

や
、

本
県

の
公

衆
衛

生
医

師
が

社
会

医
学

系
専

門
医

制
度

に
お

け
る

専
門

医
・

指
導

医
の
登

録
を

行
う

た
め

に
必

要
な

経
費

を
負
担

し
た

。

　
米

子
保
健

所
の

管
理

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

住
民

の
健

康
相

談
、

衛
生

試
験

検
査

、
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
等

の
事

業
を

行
っ

た
。

＜
流

用
額
＞

1
,
4
5
1
,
1
07
円

は
保

健
所

機
能

等
体

制
強

化
事

業
か

ら
流

用
5
4
0
,
2
6
6
円
は

職
員

人
件

費
（

保
健

所
費

）
に

流
用

　
倉

吉
保
健

所
の

管
理

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

住
民

の
健

康
相

談
、

衛
生

試
験

検
査

、
保

健
師

に
よ

る
地

域
活

動
等

の
事

業
を

行
っ

た
。

＜
流

用
額
＞

1
,
4
9
1
,
7
83
円

は
保

健
所

機
能

等
体

制
強

化
事

業
か

ら
流

用

20



８
　

予
備

費
の

充
用

調
べ

該
当

な
し

９
　

繰
越

関
係

調
べ

（
１

）
継

続
費

逓
次

繰
越

調
べ

該
当

な
し

（
２

）
繰

越
明

許
費

調
べ

（
単

位
：

円
）

社
会

福
祉

総
務
費

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

拡
充

事
業

2
5
0
,
0
0
0

2
5
0
,
0
0
0

（
３

）
事

故
繰

越
調

べ
該
当

な
し

１
０

　
収

入
証

紙
取

扱
調

べ

有
　

・
　

無

１
１

　
現

金
の

取
扱

状
況

（
１

）
現

金
取

扱
状

況
該

当
な

し

（
２

）
つ

り
銭

の
状

況
該

当
な

し

国
の

令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

を
活

用
し

前
倒

し
で

実
施

す
る

た
め

、
年

度
内

完
成

が
困

難
で

あ
る

た
め

。

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

繰
　

越
　

理
　

由
翌

年
度

繰
越

額
左

　
　

の
　

　
財

　
　

源
　

　
内

　
　

訳
既

収
入

特
定

財
源

未
収

入
特

定
財

源
一

般
財

源
国

庫
補

助
金

0
3
6
,
9
3
4
,
0
0
0

0
3
6
,
9
3
4
,
0
0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

事
 
業

 
名

合
　

　
　

　
計

金
　

　
額

科
　

目
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１
２

　
財

産
に

関
す

る
調

べ
　

（
１

）
公

有
財

産
　

　
ア

　
土

　
地

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
理

由
登

記
年

月
日

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
3
2
,2

5
7
.4

5
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

3
2
,2

5
7
.4

5
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

（
内

訳
）

増
加

減
少

計
3
2
,2

5
7
.4

5
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

0
.0

0
0

3
2
,2

5
7
.4

5
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

4
0
8
.5

4
不

明
4
0
8
.5

4
不

明
（
内

訳
）

増
加

減
少

計
4
0
8
.5

4
不

明
0
.0

0
0

4
0
8
.5

4
不

明
合

計
3
2
,6

6
5
.9

9
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

0
.0

0
0

3
2
,6

6
5
.9

9
3
6
0
,3

8
0
,1

9
5

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
理

由
登

記
年

月
日

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
8
,2

6
8
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

8
,2

6
8
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

（
内

訳
）

増
加

減
少

計
8
,2

6
8
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

0
.0

0
0

8
,2

6
8
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

2
,3

6
7
.0

0
0

2
,3

6
7
.0

0
0

（
内

訳
）

増
加

減
少

計
2
,3

6
7
.0

0
0

0
.0

0
0

2
,3

6
7
.0

0
0

合
計

1
0
,6

3
5
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

0
.0

0
0

1
0
,6

3
5
.2

3
1
,4

6
4
,3

8
1
,4

5
0

　
　

ウ
　

山
　

林
該

当
な

し

　
　

エ
　

不
動

産
売

却
等

該
当

な
し

　
　

オ
　

財
産

の
交

換
該

当
な

し

　
　

カ
　

動
　

産
（
船

舶
、

浮
標

、
浮

桟
橋

、
浮

ド
ッ

ク
、

航
空

機
）

該
当

な
し

　
　

キ
　

物
　

権
該

当
な

し

　
　

ク
　

無
体

財
産

権
（
特

許
権

、
著

作
権

、
商

標
権

、
実

用
新

案
権

等
）

該
当

な
し

　
　

ケ
　

有
価

証
券

該
当

な
し

　
　

コ
　

出
資

に
よ

る
権

利
　

該
当

な
し

　
　

　
　

（
令

和
３

年
３

月
３

１
日

現
在

）
行

政
・
普

通
財

産
の

区
分

機
関

名
又

は
施

設
名

等
所

　
　

在
　

　
地

前
年

度
末

本
年

度
異

動
状

況
本

年
度

末
備

　
考

行
政

財
産

普
通

財
産

　
　

イ
　

建
　

物

行
政

財
産

普
通

財
産

（
令

和
３

年
３

月
３

１
日

現
在

）
行

政
・
普

通
財

産
の

区
分

機
関

名
又

は
施

設
名

等
所

　
　

在
　

　
地

前
年

度
末

本
年

度
異

動
状

況
本

年
度

末
備

　
考
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（２）金券類の保有状況
ア　金券の保有状況

有　・　無

イ　タクシーチケットの保有状況
（令和３年３月３１日現在）

県外分

県内分

（３）基　金
（令和３年３月３１日現在）

（４）債　権
（令和３年３月３１日現在）

件数 件数 件数 件数

1 0 0 1

1 0 0 1

2 0 1 1

3 2 1 4

1 1 1 1

8 3 3 8

県立福祉人材研修セ
ンター土地建物使用
料

7,500 0 0 7,500

拓魂碑敷地財産貸付
収入

360 0 0 360

種　　別

合　　計

円円円円
災害救助基金（預金）
災害救助基金（物資）

262,343,086

本年度末
本　年　度　中
増 減

前年度末

265,036,224 2,976,623 0 268,012,847
2,693,138

合　　計

西部総合事務所福祉
保健局財産貸付収入

円

本　年　度　中
増 減

本年度末前年度末
債権の名称

金　額 金　額 金　額

47,273

82,193

円

災害援護資金貸付金 8,400,000 0 1,908,014 6,491,986

西部総合事務所福祉
保健局用地使用料

円

11,012

8,438,372

円

47,273

6,591,039

備　考

西部総合事務
所福祉保健局

11,012

1,929,526

金　額

西部総合事務
所福祉保健局

19,500 34,920 10,500 43,920

備　　考

2,976,623 0 265,319,709
0 0 2,693,138 救助毛布1,291枚

枚 枚 16枚
123 0 15,870円

本年度末未
使用枚数

備考

56枚

107枚
80

枚
20

購　入　枚　数 使用枚数及び金額
本　　年　　度　　中

前年度末未使用枚数

44枚
249,110円

枚
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１４　借受不動産明細調べ　該当なし

１５　職員駐車場の管理状況調べ

（１）　管理状況 （令和３年３月３１日現在）

行政財産

　（２）　減免の考え方
該当なし

　（３）　使用料の見直し
該当なし

１６　寄附物件の受納状況調べ　該当なし

１８　現金、有価証券、物品の亡失、損傷調べ

（１）　亡失、損傷の報告状況

　　　　有　　　・　　　無

　　　　有　　　・　　　無

鳥取市伏野1729-5 12.5 1,131

１７　備品の処分状況調べ　該当なし

（２）　物品確認の実施状況

財産の区分 所　　在　　地
１ 区 画 の 面 積 貸付（使用）料（月額）

（㎡） (円）
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